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イニシエーションとしての初潮儀礼
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木 を入れ る。薬本 は,!goё/kOa(Cαss″
ぅ″π
“
″),!gari ii(Rαυθπtt θ″π厖名α滋)また
はsimexa(πι″漱″ι″″滋′π
“
法)の根を黒
く焼いたものを,混ぜて細かくすりつぶしたも
のである。
④男女の,肩,肘,へその下,膝の傷口に,
く食べる薬〉をのせる。
⑤ォバが,く食べる薬〉を口にふくませて,そ
の粉を,男女の肩,肘,へその下,膝,胸に吹
きかける。
⑥オバが男性の手のひらに く食べる薬〉をの
せ,男性は女性の口に放り込むように食べさせ
る。
⑦オバが女性の手のひらに く食べる薬〉をの
せ,女性が男性に食べさせる。
(男女の順番はどちらが先でも良い)
その後,傷口が痛めば,エランドの脂肪で作っ
た薬を塗り付ける。
(5)-2 く帽子を被らせる〉
少女のイトコたちが少女に儀礼用の帽子を被
らせる。
(6)く額を開く〉
ォバが,lk'a06″物
“
θtts、ψ.)というイネ
科の草で少女の目を覆ったまま少女を小屋の入
り口に立たせる。それから,オバがその草を真
ん中で折って外の明るい世界を少女に見せる。
(7)く訪間させる〉
少女はイトコたちに付き添われて,小屋から
3方向に歩く。集まってきた女たちの間を通っ
て,頼りなげにゆらゆら歩く。次に,最も近い
小屋から順に人々を訪間する。
2 日常生活を送りながらおこなう儀礼
(8)く弓矢の治療〉
少女の く雄のエランド〉が終わると,少女は
オバに教わりながら次のことをおこなう。
①キャンプの男たち全員の矢尻と矢軸を集め
る。
②矢軸を砂に刺し立てて,エランドの脂肪で
つくった塗り薬(/xaa―xo)を矢軸の矢 尻を受
ける部分に塗る。
③矢軸に矢尻を差し込み,今度は矢尻に同じ
塗り薬を塗る。
④キャンプの中で,オバと少女が一緒に弓を
持ち,薬を塗った矢を次々とつがえては 放つ。
的として動物の皮を置く。
⑤矢を男たちに返す。男たちは,この矢を持っ
て狩猟に行く。
(9)く根茎を掘らせる〉
①ォバがsaasaを少女に噛ませて自分も噛
み, 自分の掘り棒に唾をはきかけてから,少女
にもオパの掘り棒に唾をはきかけさせる。
②採集する根茎の地上部に,オバが唾をはき
かけ,少女も同様に唾をはきかける。
③オバが少女に掘り棒を握らせ,オバもその
上から手を添えて, 2人で掘り棒を握る。
④2人で一緒に砂を掘り,根茎に達したら,
再び2人でsaasaを噛んでから根茎に唾をは
きかける。それから2人で根茎をひき抜く。
⑤一度掘った根茎を,オバが今掘った穴に埋
める。
⑥その根茎を,今度は少女が1人で掘り棒で
掘り出す。
⑦オバと少女の2人で,掘った根茎のツルを
ちぎって穴に入れ その穴をきれいに埋 める。
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穴を埋めるとき,「蛇や肉食獣などのパーホ(咬
むもの,悪者の意)に出会いませんように。」と,
2人で唱える。
③オバが少女に手を添えて根茎を拾わせ,そ
れを皮のロープに入れさせ,そのロー プ を背
負わせる。
⑨オバれ 少女に根茎をロー プから取り出さ
せる。
⑩今度は,少女が1人で根茎を拾って,皮の
ロープに入れ,ロー プを背負う。
00)く薪を担がせる〉
①オバがsaasaを少女に噛ませて自分も噛
み,2人で薪にする枯れ木に唾をはきかけ る。
②その枯れ本を2人で折取る。
③別の枯れ木を少女が1人で折取る。
④オパと少女の2人で薪を皮のロー プに入れ
る。
⑤オバが,少女に,今入れた薪をロープから
出させる。
⑥今度は,少女が1人で薪を皮のロー プに入
れる。
⑦オバが少女に,薪の入ったロー プをヘッド
バンドで額から背負わせる。
③オバが少女に,背負ったロー プを地面に置
かせる。
⑨今度は,少女が1人で薪の入ったロー プを
額から背負う。
(11)く草をひかせる〉
①オバがsaasaを少女に噛ませて自分も噛
み, 2人で小屋を葺くための草に唾をはきかけ
る。
②その草を2人で引き抜く。
③オバカt少女にその草を担がせる。
④オバカヽ 少女に担いだ草を地面に降ろさせ
る。
⑤今度は,少女が1人で草を引き抜き,肩に
担ぐ。
⑥オバカヽ 少女に引き抜いた草を皮のロープ
に入れさせる。
⑦オバカヽ 少女に草の入ったロー プを額から
背負わせる。
③オバが,少女に担いだロー プを地面に降ろ
させ,ロー プから草を出させる。
⑨今度は,少女が1人で草をロー プに入れて,
ロー プを額から背負う。
(12)く水場の治療〉
①オバが少女を水場の近くにすわらせる。
②オバが1人で水場まで行き,水とパンの石
灰土を別々の入れ物に少しずつ入れて来る。
③オバハ 少女のスネに石灰土を塗り付け,
その上から水を注ぐ。
④少女は足踏みして,スネをつたう水を下に
流す。
⑤オバがsaasaを少女に噛ませて自分も噛
み, 2人でパンに生えるアカシアの/qari(4“‐
θ″πあ名御観・グ)に唾をはきかけ, 2人で1枝折
り取る。
⑥2人で水場に行き,/qariで水面を打って
しぶきをあげさせたあと,/qariを水場に投げ
入れる。
⑦2人で入れ物に水を汲み,その水を放り上
げて,再度,水じぶきをあげさせる。
③少女が1人で水を汲み,いくつかの水筒を
満たす。
⑨オバカヽ 少女にそれらの水筒を皮のロー プ
に入れさせ,額から背負わせる。
⑩オバが,少女に背負っているロー プを降ろ
させ,ロー プから水筒を出させる。
①今度は少女が1人で水筒をロー プに入れ
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てから背負う。
3繰り返じめぐってくる月経
(13)2回目の月経 く雌のエランド〉
(1)く帰らせる〉からく12〉く水場の治療〉ま
で,すべてをもう一度繰り返しておこなう。
00 3回目の月経 く歯と腹の治療〉
①オバが,!go6/koa(Cで%s″ιルπa″め,!gari
ii(Pαυθπ″ θ滋%滋%α滋)また はsimexa
輌レπゐ滋 ″滋 ′″π
“
法)の根を焼いたもの
をすり潰す。
イニシエーションとしての初潮儀礼
②少女のオパが著者たちの下顎と胃のところ
を剃刀で傷つける。
③少女が傷口に①の く薬〉を塗り込む。
④少女が自分の唾液を傷口に塗り込む。
⑤少女が若者たちにく食べる薬〉を食べさせ
る。
4儀礼の終了
05)く帽子を脱ぐ〉
少女が決心したときに儀礼用の帽子を脱ぐ
が, とくに儀礼はおこなわない。これで,初潮
儀礼はほぼ終了したことになる。
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